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委託事業実施内容報告書

平成２３年度「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【日本語教室の設置運営】

受託団体名 特定非営利法人国際社会貢献センター（ＡＢＩＣ）

１． 事業の趣旨・目的

この国で定住外国人の子供達が、社会的に立派に独立して生きていくための基盤作りに

おいて、日本語習得は重要な要素である。茨城県内でこれら子供達への官民の日本語指導

活動は少なくないが、その目的からして、より高度なレベルへの日本語学習を進めるには

制約がある。このため、上級校への進学や進学を目指した公立学校への転入および専門的

な職業を目指したい、あるいは日本社会にもっと接するために日本語能力を高めたい、な

どと考える子供達への期待に応える指導活動の拠点を設置することで、進学や生活力育成

に繋がる日本語力習得の支援を通じて地域課題解決に貢献する。将来的には茨城県下の

他のブラジル人集住市での拠点設置を目指す。当面は同県常総市（最大集住地）におい

て地域連携での取り組みのモデルを試行的に展開することで地域課題解決への糸口とす

る。地域連携の意味は、有能なボランティア日本語指導員,同運営コーディネーター、同

運営委員、ブラジル人学校、ブラジル人コミュニティー、地域ＮＰＯ、地域商工会、市役

所市民協働課（国際課）、市教育委員会・公立校、県国際課などが夫々の役割で、本講座

の充実と定着を図ることである。初年度における最大の業務目的は講座開催と指導内容の

確立および講座活動を通じての連携への取り組みである。講座運営の目的（目標）は、ブ

ラジル人コミュニティーのみに生きる子ども達が、まずは日常生活上の会話や読み書きが

出来るようにすることである。伸びる子供にはそれ以上の目標設定を行い、講座Ｉ終了後

Ｎ５合格を目指す。

２． 運営委員会の開催について

【実施概要】

開催日時 開催場所 出席者 議題 会議の概要

５月１６日

第一回

茨城県外国

人就労・就学

サポートセ

ンター

森和重（コーディ

ネーター）

栗田政彦（コーデ

ィネーター）

横田能洋（コーデ

ィネーター）

キックオフミーティン

グ（プロジェクト遂行に

関する諸事項の討議）

１）プロジェクト趣旨・目的

目標の徹底の共有

２）.遂行メンバーより、遂行

計画のヒアリング（役割分

担、書類作成、図書発注、

保険、入室の際の書類や地

震や緊急時の対応等）
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３）.運営会議（事業遂行調整

機関）設置を決定。

＜主要メンバー＞

佐藤亜希（コーディネーター）

壱岐明美（教師）

髙木香（補助者）

小椋チアゴ（補助者）

内野敬一（支援者）

１１月３０日

第二回

水 海 道公 民

館

鷲尾重治

丸林勝

岩本郁子

明石純一

森和重

栗田政彦

横田能洋

日本語講座結果総括

と今後の展開について

討議

日本語講座の運営と指導活動

結果報告。

１）指導ならびに運営結果が

運営会議メンバーより報告さ

れた。

２）報告に基づく討議

３）今後の展開への意見交換

（備考）

運営会議よりの参加者

佐藤亜希（コーディネーター）

壱岐明美（教師）

高木香（補助者）

小椋チアゴ（補助者）

上村まゆみ（B 学校校長）

注）「運営委員会」は大所高所よりのモニタリングと評価・助言の役割として、応募要綱に基づき設置された

もの。「運営会議」は、日々のプロジェクト運営・業務遂行に当たり必要な討議及び意志疎通機関として

任意に設置。会議の招集・運営・進行等はコーディネーターが行うこととした。

【写真】写真集 NO.1

３． 日本語教室の開催について

（１）講座名

茨城県ブラジル人等定住外国人児童日本語力伸長教室（講座Ｉ）

（２）開催場所
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茨城県外国人就労・就学サポートセンター

（３）事業の目的と講座の目標

A．事業の目的

①日本語能力の伸長の徹底（定量目標として日本語能力試験を設定）

②定住外国人子弟が日本語学習を始めることで地域社会との接触の機会とする

③本日本語学習事業が地域の関係者の交流を深める契機となり課題を共有し多

文化共生の発信拠点となることに貢献する。

B．講座の目標

日常生活上の会話や読み書きができるようになること。伸びる子供にはそれ以

上の目標設定を行い、講座終了後日本語能力試験検定Ｎ５、Ｎ４合格を目指す。

（４）使用した教材・リソース

文法：みんなの日本語初級Ⅰ

会話：ゼロからスタートにほんご会話

（５）受講者の募集方法

主に以下の場所に配達の上、定置と多数への配布を依頼した。また口コミやネ

ットで呼びかけた。

エスコーラ・オプション（ブラジル人学校）【配布】

インスチトゥート・エドゥカレ（ブラジル人学校）【配布】

エスコーラ・デゴラウス・ド・サベール（ブラジル人学校）【配布】

スーパー・タカラ（ブラジルショップ） 【提示】

ブラジリアン・プラザ（ブラジルショップ）【提示】

株式会社太陽コーポレション（請負会社）【配布】

茨城県外国人就労・就学サポートセンター【配布、提示】

地域在住外国人自宅（アパート等）【配布】

（チラシ媒体は別添参考資料１、２を参照）

（６）受講者の総数 １５人 （受講申し込み、登録者数）

（Ａクラス８人、Ｂクラス７人）（出身・国籍別内訳 ブラジル国籍 １５人）

（７）開催時間数（回数）Ａクラス 50時間（2.5 時間／回）、（伸長ｸﾗｽ）

Ｂクラス 50 時間（2.5 時間／回）(初級ｸﾗｽ)

（各クラス全 20回）

（８）日本語教室の具体的内容

回 開催日時 時間数 受講者数 国籍・母語（人） 教授者・補

助者人数

内容

① 6 月 1 日 5.0 時間 10 人(A クラ ブラジル国 教授者 2 人 Ａクラス：文法→「みんな
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14：00～16：30 ス:5, B:5) ポルトガル語（10人） 補助者 1 人 の日本語初級」21-25 課まで

終了に向けて同教科書に沿

った内容。会話→「ゼロか

らスタートにほんご会話」

Unit10-25 を各回で学習。

Bクラス：文法→「みんなの

日本語初級」16-20 課まで終

了に向けて同教科書に沿っ

た内容。会話→「ゼロから

スタートにほんご会話」

Unit1-19 を各回で学習。詳

細は別紙 1(授業日誌)及び

1-1（講座記録）参照のこと

② 6 月 8 日

14：00～16：30

5.0 時間 12 人(A クラ

ス:7,Ｂ：5)

ブラジル国

ポルトガル語（12人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

③ 6 月 15 日

14：00～16：30

5.0 時間 13 人(A クラ

ス:8,B:5)

ブラジル国

ポルトガル語（13人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

④ 6 月 29 日

14：00～16：30

5.0 時間 8 人(A クラ

ス:6,B:2)

ブラジル国

ポルトガル語（8 人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

⑤ 7 月 6 日

14：00～16：30

5.0 時間 10 人(A クラ

ス:6,B:4)

ブラジル国

ポルトガル語（10人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

⑥ 7 月 13 日

14：00～16：30

5.0 時間 7 人(A クラ

ス:5,B:2)

ブラジル国

ポルトガル語（7 人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

⑦ 7 月 20 日

14：00～16：30

5.0 時間 9 人(A クラ

ス:5,B:4)

ブラジル国

ポルトガル語（9 人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

⑧ 7 月 27 日

14：00～16：30

5.0 時間 7 人(A クラ

ス:4,B:3)

ブラジル国

ポルトガル語（7 人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

⑨ 8 月 3 日

14：00～16：30

5.0 時間 10 人(A クラ

ス:4,B:6)

ブラジル国

ポルトガル語（10人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

⑩ 8 月 10 日

14：00～16：30

5.0 時間 11 人(A クラ

ス:5,B:6)

ブラジル国

ポルトガル語（11人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

⑪ 9 月 7 日

14：00～16：30

5.0 時間 11 人(A クラ

ス:5.B:6)

ブラジル国

ポルトガル語（11人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

⑫ 9 月 14 日

14：00～16：30

5.0 時間 11 人(A クラ

ス:5,B:6)

ブラジル国

ポルトガル語（11人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

⑬ 9 月 28 日

14：00～16：30

5.0 時間 9 人(A クラ

ス:4,B:5)

ブラジル国

ポルトガル語（9 人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上
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⑭ 10 月 5 日

14：00～16：30

5.0 時間 9 人(A クラ

ス:5,B:4)

ブラジル国

ポルトガル語（9 人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

⑮ 10 月 12 日

14：00～16：30

5.0 時間 11 人(A クラ

ス:5,B:6)

ブラジル国

ポルトガル語（11人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

⑯ 10 月 19 日

14：00～16：30

5.0 時間 9 人(A クラ

ス:4,B:5)

ブラジル国

ポルトガル語（9 人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

⑰ 10 月 26 日

14：00～16：30

5.0 時間 9 人(A クラ

ス:4,B:5)

ブラジル国

ポルトガル語（9 人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

⑱ 11 月 2 日

14：00～16：30

5.0 時間 8 人(A クラ

ス:4,B:4)

ブラジル国

ポルトガル語（8 人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

⑲ 11 月 9 日

14：00～16：30

5.0 時間 10 人(A クラ

ス:4,B:6)

ブラジル国

ポルトガル語（10人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

⑳ 11 月 29 日

10：00～12：30

5.0 時間 10 人(A クラ

ス:4,B:6)

ブラジル国

ポルトガル語（10人）

教授者 2 人

補助者 1 人

同上

注）１＞各クラス 2.5 時間／回。２クラス（Ａ＋Ｂ）合計５時間/回。総計 100 時間実施

（９） 特徴的な授業風景（２～３回分）

①グループ会話「日本の大学生と話そう！」 （大学生との交流授業）

参考写真 No.2

②日本語発表会

グループに分かれ、一人一人の発表や質疑を行った。

参考写真 No.3

③一般授業風景

就学センター利用の教室。



6

参考写真 No.4

④終了式風景

参考写真 No.5-7

４．事業に対する評価について

（１）評価の総括と今後の方針と課題

・本事業の計画書で目的とした大きな目的（すなわち、日本語指導ほか啓蒙活動拠点作

り、地域連携活動の協働モデル、日本語力資格取得も可能とする等）については大震

災などの影響で、スムースな立ち上がりは阻害されたが、初年度としては、それら目

的に向ってかなりの手ごたえのある活動が出来たと考える。

・上述の目的①については、以下の学習結果評価で述べた通り、能力伸長の具体的成果

が観られた。②については、日本語のレベルがかなり低い応募者を「能力伸長クラス」

から外し、別個の地域日本語講座を立ち上げ、茨城県就学センター予算の一部を活用

して指導を続け一つの形が出来た。③について、目標以上に成果が観られて。能力伸

長クラスはブラジル人学校オプソンの生徒が多く学校長が頻繁に本事業と関わるよ

うになり、その機会を通じて行政、公立校、茨城就学センター（国際課管轄）、地域

ＮＰＯやボランティアなどの交流が深まり、公立学校にも校長が直接訪問出来るよう

になった。

・市役所の担当課職員や公立学校教師などがポルトガル語を本事業に携わるブラジル人

より定期的に学ぶ場が構築された。日本人サイドに於いても、上記の連携が開始され

た。

・本事業開催に関して、上記への呼びかけや、地元ＮＰＯのコモンズ会員を本事業のパ

トナーとしたこと、並びに茨城県就労就学サポートセンターを借用しての活動が地域

連携の有効な契機となったと云える。
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・今後に向けての課題は尽きないが、来年度以降の事業計画遂行への手ごたえが得られ

た意義は大きい。今年度の事業活動で集積された地域での目的意識の広がりを一層深

化展開すると共に組織的な力を発揮できる活動を主導する。その拠点を日本語教室と

する。

（２）学習目標の達成状況について

・地域に住む定住外国人の児童の日本語能力伸長という目標は開催期間が６ヶ月と短か

ったため、どこまで出来れば達成したかという判断は非常に難しいと思う。しかし、

当初の学習カリキュラムの内容を習得し、習得した文法等についての定着のための練

習も行い、テスト等により習熟度も確認して、日本語教師としてやれることは全部や

ったと思うので、受講生は間違いなく６ヶ月前と比べて、日本語力はアップしている

と思う。伸展の定量目標とした検定試験合格者や目標レベル以上の受験予定者を送り

だすことが出来た。当初目標のＮ５を超えてＮ４の合格者は勿論のこと、４名の受験

希望者を導くこと並びにそれに応える子供達の心意気が観られたことも大きな成果

で

あり、更にＮ３を目指して受験への意欲を多くの子供達が高めてくれたことは、大変

嬉しく又このプロジェクトの意義を再認識できた。試験の詳細は次の通りである。

・７月の日本語能力試験受験者・・・Ｎ４受験→３名合格

Ｌ.I（初回で合格）、G.R（2 回目）、K.M（2 回目）

・１２月４日の日本語能力試験受験予定者はＮ４受験→２名、Ｎ３受験→４名。

Ｎ３受験者は、K.M、L.I、G.R、K.M Ｎ４受験者は、A.S、R.I

・授業の一環として日本の大学生とのグループ会話を実施したさい、ほとんどの人達が

自分の持っている最大の日本語力を使って、日本人と会話しようと努力していた。こ

の様子を見て、彼らがこれから日本の社会で生きていくためのほんの一歩に過ぎない

が、彼らは日本の社会に間違いなく一歩踏み出していると確信した。このことはこの

日本語教室開設の目標にまだまだ遠いかもしれないが、少しでも近づいているのでは

ないかと思った。

（３）学習者の習得状況

詳細は添付参考資料３「テスト結果習得状況」参照

（４）日本語教室設置運営の成果

・日本語学習そのものの成果として、講座の定量目標とした上記の日本語能力試験受験

可能者や合格者を輩出することが出来た。

・地域に日系ブラジル人等の青少年たちが日本語を学習する場がほとんどなく、ブラジ

ル人学校や日本の小中学校でせっかく習得した日本語を伸ばしていくことができな

い状況だった。県の支援センターが学習や地域との交流の場となったことは意義深い
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ことである。その後も、教師がヴォランテイアとして活動するきっかけともなった。

彼らの中には日本語学習に対する意欲がとても高いものも多い。そんな彼らがもっと

地域社会に近づき、将来の日本とブラジルをつなぐ架け橋に育てることにも繋がった。

・日頃受講生はブラジル人社会でのみ生活をしているので、週に１回でも、我々日本

人と接し、日本語の学習だけでなく、日本社会の事（文化、ニュース等）に触れ、

勉強できる事に繋がった。逆にテスト問題も日本語からポルトガル語に訳されたも

のを使用することで母国語での正確な意味も教えることが出来たと思う。

（５）改善点，今後の課題について

①現状

・当初は１５人の登録者を得たが、最後までの受講生のほとんどがブラジル人学校の生

徒となった。日本語伸長を目的としたために、付いてこられない人も出た。数人は別個

の予算で初級水準以下クラスを開設した。

②今後の課題

・今回レベルが 合わなくて、本伸長講座には受講できなかった人が多かったので。今

後は受講生の幅を広げることに留意する。

③今後の活動予定，展望

・未定ながらも現在の生徒達が続けて学べるよう「常総日本語講座」として継承をはか

るべく関係各位で話し合いを進めている。年明けから具体化へ向け動き出す予定。

（６）その他別添参考資料

・アンケート集計結果（資料４）、アンケート設門と自由記載まとめ（資料５）

・成績表（資料６）,修了証（資料７）


